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Ⅰ．はじめに―旅先としての越後

Ⅱ．出版物からみた越後の名所

（1）二十四輩巡拝案内書類

（2）講中出版の道中記類

（3）刊行越後国絵図類

Ⅲ．旅日記・紀行文からみた越後の名所

（1）東北地方の伊勢参宮旅日記から

（2）文人層・知識人層の紀行文から

（3）越後の旅における書物の受容

Ⅳ．おわりに

．はじめに―旅先としての越後

江戸時代の旅については多くの研究蓄積が

あり，近年も様々な視点で研究がなされてい

る1）。新潟県においても自治体史などで，旅

日記を素材に越後国の人々の伊勢参宮・西国

巡礼をはじめとする旅の事例が豊富に紹介さ

れている。一方，越後は主要街道である五街

道から外れた位置にあり，また，冬場の積雪

量も多く，旅先としては必ずしも好条件では

ないこともあってか，越後を訪れた旅人の経

路・行程や彼らが訪れた越後の名所の検討と

いった，旅先としての越後に視点を置くよう

な研究は十分ではない。

しかし，江戸時代中期以降，宗教的な遺跡

巡拝が盛んになると，親鸞配流の地であった

越後に来訪してゆかりの地をめぐる人々も多

くなった。また，東北地方の人々の間にも伊

勢参宮・西国巡礼が盛んになると，越後はそ

の往路や復路として多くの人々が行き交っ

た。そして，他国から多くの文人たちも頻繁

に越後に来訪するようにもなった。

本稿では，そのような状況下において，旅

人が訪れた越後の名所はどこであったのかを

探ることを目的とし，まず，それらが旅行案

内書である道中記や絵図などの出版物にどの

ように反映されていたのかについて基礎的分

析を行う。そして，旅日記や紀行文などを素

材に，越後での経路や旅程に留意しながら，

旅人が実際に訪れた越後の名所について検討

を行うとともに，出版文化と旅の大衆化の因

果関係の一端についても検討する。

．出版物からみた越後の名所

（1）二十四輩巡拝案内書類

江戸時代には旅の隆盛に伴い，旅行案内書

である多様な「道中記」が数多く刊行された2）。

それは街道や宿場，主要な名所などの簡単な

情報が記された，携帯に便利な小型の出版物

である。17世紀中頃からの刊行が確認されて

いるが，東海道をはじめとする五街道の案内

が中心である。越後の道中について触れるも

のはわずかで，記述も簡略である3）。越後の

道中が大きく取り上げられるようになるの

は，18世紀中頃以降に刊行された「二十四輩

巡拝」関係の道中記によってと考えられる。

江戸時代には，西国三十三ヶ所巡りをはじ
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示唆している。

本書の示す巡拝行程の概要は，京都から出

発し，北陸から越後・信濃・上野・下野など

を巡って南部の盛岡を経由，奥州街道を南下

して日光から江戸に入り，東海道，中山道を

経て，再び京都に戻るというものである。

本書は二十四輩巡拝の目的で刊行されたも

のであるが，道中の二十四輩巡拝に直接関係

しない社寺や名所・旧跡の情報も記載されて

いる。とりわけ巻頭の凡例には，北国筋の馬

継，宿駅，茶屋等の事情を述べる他に，道中

の見所として越後の「がらめき村油の湧所」

と「同村火の出る所」について以下のように

特記している。

一，越後がらめき村油の湧所ハ山の中だ

んに有，さし渡し三間四方程有，水の湧

かへる事釜にて湯のにへかへるがごと

し，其水に油まじりて出る也，又山の麓

に深八九間程に井戸のやうに掘，油をく

む，是ハ生の油にて出る，五六ケ所も

有，左右は田畑也，案内を頼て行べし7）

一，同村火の出る所，丈七といふ者のい

ろりの角土だんに小サなる穴あり，夫よ

り出る，昼ハ消して置，望の者あれバ右

の穴へ三寸廻り程の竹の弐尺斗有をさし

込，扨いわうに火をつけ，竹の口へよす

れハ其まま中より火もえ出る也（後略）8）

前者は，「越後七不思議」9）のひとつに数え

られる「燃水」（石油のこと。「草水」「草水

油」「臭水」「臭水油」などともいう）の自噴

する場所（「油井」「煮壷」）のひとつで，こ

こでは蒲原郡柄目木村周辺にみられたものを

指す。後者も「越後七不思議」のひとつに数

えられる「火井」（天然ガス井のこと。「陰

火」などともいう）のひとつで，同じく柄目

木村の丈七宅を指す。囲炉裏に刺した竹筒先

から出る天然ガスを見ることができた。

めとして，宗教的な遺跡巡拝の旅が庶民レベ

ルで盛んとなったが，浄土真宗の開祖親鸞お

よびその高弟24人ゆかりの遺跡などをめぐる

「二十四輩巡拝」もそのひとつである。越後

は，親鸞が建永 2 （1207） 年に配流されてから

建保 2 （1214） 年までの約 7年間滞在した地で

ゆかりの遺跡も多く，二十四輩巡拝の目的地

のひとつであった。

二十四輩巡拝にかかわる刊行書としては，

享保16 （1731） 年の竹内寿庵『親鸞聖人御旧

跡并二十四輩記』が，その前年に達成された

実際の巡拝の記録であり，同時に道中案内記

を兼ねた初期のものとされている4）。そして，

宝暦 5 （1755） 年には遠州掛川の紅玉堂楓司が

『親鸞聖人御旧跡廿四輩巡拝記』を著した。

本書は，旅行者の実用目的に刊行され，なお

かつ越後の道中の情報を含んだ初期の道中記

のひとつと考えられる。刊行の背景には，宝

暦11 （1761） 年の親鸞500年遠忌を契機とする

二十四輩巡拝の隆盛を当て込んだとする考え

もある5）。旅の携帯に便利な袖珍本の形態を

とり，宝暦10 （1760） 年，享和元 （1801）年と

何度か版を重ね，広く流布したようである。

凡例では，

近年御法流益々繁昌して，聖人の御跡を

したひ奉り，北国の御旧跡，関東廿四輩

巡拝の輩多し，しかれども南部の本誓

寺，仙台の称念寺などハ行程遠きとのミ

聞て道法をもしらず，越後新発田辺より

皆もどりて，信濃路を経て江戸へ出，或

ハ下野の宇津の宮辺江出る人多く，南部

江廻る人稀なり（中略）北国より関東江

廻りたる順路委細にしるして参詣の者の

便りとす 6）

と，南部の盛岡や仙台といった奥州筋の遺

跡への巡路を示すことを刊行の大きな目的と

しているが，既に18世紀中頃には越後の新発

田あたりまでは相当数の巡拝者がいたことを
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拝記』と同じく袖珍本の体裁をとり，携帯実

用の便が考慮されたものとなっている。越後

における巡回ルートや「越後七不思議」に関

する記載も，細部の違いはあるものの基本的

には『親鸞聖人御旧跡廿四輩巡拝記』を踏襲

した内容となっている （図 2）。

享和 3 （1803） 年には，了貞著『二十四輩

順拝図会』前編五巻 11）が刊行されて広く流

布した。とりわけ巻之四において越後の関係

遺跡とともに，それ以外の名所（「越後七不

思議」に数えられる「光
（ママ）

智法印」「火井」「草

水の油」など）も挿絵入りで紹介されること

になった （図 3，図 4）。天保15 （1844） 年に

は，『親鸞聖人御旧跡廿四輩巡拝記』や『親

鸞聖人御旧跡二十四輩参詣記』を踏襲した道

中記である池田東籬編『廿四輩御旧跡道しる

べ』12）が刊行されるなどしている。

さらに，幕末期頃には「越後国二十四輩御

旧跡并名所之図」13）という越後国内で完結す

る彩色刷の案内図も刊行された （図 5）。本図

も題のとおり，「二十四輩御旧跡」に「越後

七不思議」や弥彦神社，乙宝寺，菅谷不動尊

などの名所を組み入れて，巡回ルートとして

示している。これは，先行道中記の全くの模

このような見所としての「越後七不思議」

に関する記載は本文中にも示されており，行

程順に抽出すると次のようになる（括弧内が

七不思議）。

－高田－柏崎－出雲崎－寺泊－（弘智法印）

－弥彦－三条－（如法寺の火井）－加茂－田上

（繋榧）－新津－柄目木（火井，油井）－小嶋（八

房梅，珠数掛桜）－保田（三度栗）－鳥屋野（逆

竹）－新潟－新発田－村上－

「越後七不思議」に何を数えるのかは江戸

時代から諸説あるが，①即身仏（三島郡野積

村の真言宗西生寺にある日本最古の即身仏と

もいわれる「弘智法印」），②当時珍しかった

石油（「油井」）や天然ガス（「火井」）など越

後独特の風土・自然現象に関するもの，③親

鸞の教化活動の伝承に関するもの（「繋榧」

〔糸でつないだ穴の跡がある榧の実〕，「八房

梅」〔 1つの花に 8つの実がつく梅〕，「珠数

掛桜」〔数珠状に花が咲く桜〕，「三度栗」〔 1

年に 3度も実る栗〕，「逆竹」〔逆方向に枝葉

が茂る竹〕など）などが主要なものにあげら

れる。そして，その多くが下越地域に集中し

ており，本書ではそれらを二十四輩巡拝関係

遺跡と合わせて組み入れ，巡回ルートとして

いたことがわかる （図 1）。③は二十四輩巡

拝関係遺跡に含まれるものであるが，①，②

は本来無関係のものである。

この後も二十四輩巡拝関係の案内書類の刊

行は続き，明和 4 （1767） 年には江州八幡の

嶋屋長次が『親鸞聖人御旧跡二十四輩参詣

記』10）を著し，版を重ねた。凡例によれば，

「抑近年法儀繁昌いたすにつき，御旧跡二十

四輩の寺々道のり相
あい

定
さだまり

申候」と二十四輩巡

拝流行を述べ，自ら宝暦 7 （1757） 年，同 9

（1759） 年，同13 （1763） 年，明和 2 （1765） 年

の計 4回にわたって，それぞれ120～250日も

かけて実際に踏破して道順を確かめたとあ

る。本書も前述の『親鸞聖人御旧跡廿四輩巡

図 1　『親鸞聖人御旧跡廿四輩巡拝記』の越後の
巡拝ルート（部分）　　　　　　　

注）〇は宿場。×は越後七不思議に数えられるもの。

卍浄光寺，真浄寺
新潟
鳥屋野
　×逆竹
　卍西方寺

×八房梅
 ×珠数掛桜
 小島 下条
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 保田
×三度栗
 卍孝順寺

柄目木
×火井
 ×燃水

田上
×繁榧
加茂

三条
卍東御坊

 ×
如法寺の火井

弥彦
弥彦神社

×
 弘智法印

寺泊

出雲崎 0 10 km
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図 2　『親鸞聖人御旧跡二十四輩参詣記』
（刊行年不明，新潟県立歴史博物館蔵）

図 5　「越後国二十四輩御旧跡并名所之図」（上）
と部分拡大図（下）　　　　　　　

（刊行年不明，新潟県立歴史博物館蔵）

図 4　『二十四輩順拝図会』巻之四　「草水の油」
（享和 3 （1803） 年，新潟県立歴史博物館蔵）

図 3　『二十四輩順拝図会』巻之四　「火井」
（享和 3 （1803） 年，新潟県立歴史博物館蔵）
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た江戸の書肆・菊屋幸三郎が講元である関東

講が刊行した『関東講定休宿帳』16）にも，

「新潟より名所旧跡めぐり」として，「小じま 

八ツうめの御旧跡」，「ほた（保田）三度栗御

旧跡」，「ゆた上田上　つなぎかや御旧跡」，

鳥屋野の逆竹，平嶋の川越御名号といった親

鸞関係の「越後七不思議」に関する名所旧跡

までの距離が記されている。

このような講に加入する越後の旅宿が周辺

の名所旧跡を宣伝することも行われた。たと

えば，浪花講加入旅宿である菅谷不動尊門

前の米沢屋七兵衛は，「越後諸方并名所旧跡

図」17）という版木を製作し，宿の宣伝を兼ね

て周辺の名所旧跡を案内している （図 7）。

菅谷不動尊は日本三大不動尊のひとつにも数

えられ，特に眼病に効験あらたかといわれて

賑わった越後有数の参詣地である。ここで名

倣ではなく，従来のルート上に文化 4（1807）

年に発見されたという清泉「幸清水」（蒲原

郡新津村）や親鸞伝説にかかわる「魚形石

（蒲原郡村杉村）などのより詳細な情報も追

加したものになっている。

以上のように，江戸時代中期以降，多様な

二十四輩巡拝案内関係出版物の刊行が確認さ

れ，その需要が垣間見られる。そこからは，

主に下越地域周辺に分布する「越後七不思

議」に関するものが名所とされていることが

確認される。

（2）講中出版の道中記類

次に，江戸時代の旅宿組合である「浪花

講」，「東講」などが出版した道中記や講に加

入する旅宿が刊行した出版物などから越後の

名所について検討する。

浪花講は，19世紀初頭に本邦初の旅宿組合

として成立した。大坂の松屋甚四郎と江戸の

鍋屋甚八が講元となり，甚四郎の手代松屋源

助が発起人となって浪花組の名前で始めたも

ので，天保12 （1841） 年に改名したという。

天保10 （1839） 年刊行の 『浪花組道中記』14）に

は，越後の加入旅宿の紹介のみでなく，「寺

泊」と「弥彦」の間には「此間弥彦山なり光

智法印の入室の所なり」，「弥彦」の箇所には

「此所弥彦明神なり」といったように道中筋

の名所の記載がみられる。

その後，安政 2 （1855） 年に江戸の大城屋

良助が発起人となって東講が成立すると，越

後の多くの旅宿も加入した。そして，同 5年

に東講が刊行した『五海道中細見記』15）にも，

野積（「弘知法印」），弥彦（「越後一ノ宮伊夜

彦大明神」），如法寺（「此所地より火出る」），

田上（「つなきかや」），からめき（「にへつ

ぼ」），小嶋（「八ツふさの梅」，「じゆずかけ

桜」），保田（「三どぐり」）といった「越後七

不思議」に関わる越後の名所と位置が示され

ている （図 6）。

また，幕末期に関東地方の諸国図も手がけ

図 6　『五海道中細見記』（一部加筆）
（安政 5 （1858） 年，新潟県立歴史博物館蔵）

図 7　「越後諸方并名所旧跡図」（一部加筆）
（刊行年不明，『新発田市史資料第四巻近世庶民資料（下）

1969より）
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の一国絵図は他国に比して多く存在し，20点

余も知られている21）。それらの凡例に「名所」

「旧跡」が示されるのは数例ほどで，初見は

文化14 （1817） 年に越後の地理学者小泉其明

が制作した「越後全図」22）と思われる。

所旧跡としてあげられているのは，前述した

道中記類に示されているものと同様，親鸞関

係の「越後七不思議」を中心とするもので，

それに加えて菅谷不動尊，乙宝寺，弥彦神

社などの周辺の代表的な社寺が示されてい

る。

（3）刊行越後国絵図類

鈴木牧之『北越雪譜』とともに越後の二大

奇書として知られ，文化 9 （1812） 年に江戸

の永寿堂から刊行された橘崑崙『北越奇談』

巻之一の巻頭には，

凡諸国遊歴の客名所古跡を探んとするの

志ある人は，必ずまづ其国の地理を知ら

ずんばあるべからず。道路の順逆により

て空しく，草鞋を費すのみならず，わづ

か数十歩の違にして名勝を見おとしたる

は残情の止めがたきものなり。ここにお

ゐて今北越二三の勝所をあげて風遊の子

にたよりするものなり。18）

と，越後を訪れる旅人を意識し，越後の代表

的な「勝所」を列記するとともに （表 1），「名

所」「旧跡」を付した地図を示した（「勝所」

と「名所」「旧跡」に示された内容は一致し

ておらず，一部相違がある）。高田，長岡，

新発田，村上といった繁華地としての越後の

主要な城下町や日本海沿岸部を中心とした景

勝，国分寺，弥彦神社，大日堂（乙宝寺）な

ど主要な社寺とともに，越後の「七奇」に数

えられる如法寺村の「火井」や「燃ゆる水」，

「弘智法印」，「八房梅」，「無縫塔」19）などが

あげられている。橘崑崙は越後・佐渡の地図

制作も手がけており20），旅するにあたって地

図の必要性を認識していたのであろう。この

図は後に，江戸時代後末期の儒学者で越後高

田藩にかかえられた東條琴台の題一言が付さ

れて一枚刷で刊行された （図 8）。

上記のように江戸時代に刊行された越後国

表 1　『北越奇談』に記される越後の「勝所」

勝所 勝所の説明等

市振 親不知という難所あり

鍋が浦 名立と有間川の間，盆山奇石多し

居多 親鸞上人旧跡

五智 国分寺五智如来有

今町 直江津春日新田への今渡，応化の橋あとや

関川

高田
榊原侯15万石御城下，直江町今あふげの橋，この橋上妙
高山の眺望よし

春日林泉寺 上杉輝虎公旧跡

柿崎 親鸞上人旧跡，是より米山かけこし鯨波へ 6里

米山下通

上ケ輪 弁慶力餅，産水あり

笠島 奇石あり，黒海苔名産

青海川 景色より山々一望，桜多し

鯨波 鬼ケ洞というあり

柏崎
縮を見るには小千谷へ出づべし，山路 9里，長岡へすぐ
に出るには 8里

長岡
牧野侯 7万 4千石御城下，悠久山の宮へ18丁，これ勝地
なり，桜の時ことによし，三条へ 6里

如法寺村 火井，七奇の一，三条へ20丁

三条 東本願寺掛所あり，本成寺へ18丁

弥彦
一の宮明神，国上山へ 1里，風穴あり，野積弘智法印即
身仏なり 1里

角田浜 絶景なり， 1里のまはり，新潟へ 5里，赤塚の下へ出る

新潟
湊入舟景色よし，鳥屋野へ 1里，是より舟にて何くへも
通行よし

小島 八房梅

草水 燃ゆる水，七奇の一，油の涌池あり

河内谷 永谷寺，七奇の一，無縫塔，此所五泉より山々入こと三里

水原 福島潟のほとりを通り 3里，こしの湖なり

新発田 溝口侯 5万石御城下，聖籠の松原を通り 8里

乙村 大日堂

村上 内藤侯御城下 5万石

蒲萄峠 葡萄とも書，矢葺の明神

図 8　「越後国略図」
（刊行年不明，新潟県立歴史博物館蔵）
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れていることが確認できる。

これらの絵図類が実際に旅人に利用された

実用的なものであったか明確ではない。しか

し，越後の絵図制作についても19世紀以降，

旅の隆盛を背景に名所旧跡の情報を盛り込む

ような動きが確認される。

なお，一枚刷の絵図ではないが，「親鸞聖

人御旧跡」や越後の郡ごとの「神社仏閣名所

旧跡」などの情報が盛り込まれ，幕末の越後

便覧ともいうべき書籍である元治元 （1864）

年刊『越後土産』26）も同様な時代背景から刊

行されたものといえよう。

．旅日記・紀行文からみた越後の名所

（1）東北地方の伊勢参宮旅日記から

江戸時代中期以降，東北地方の人々の間に

も伊勢参宮・西国巡礼が盛んになると，越後

はその往路や復路として多くの人々が行き

交った。表 2は，先行研究 27）によって紹介

されている東北地方の人々の伊勢参宮・西国

そこで示されている越後の 「名所旧跡」 は，

やはり「越後七不思議」に関わる「八房梅」，

「三度栗」，「逆竹」，「無縫塔」，「塩井」23 ）な

どである。また，「神祠」「仏寺」の凡例も示

され，越後一之宮の弥彦神社や，乙宝寺，菅

谷不動尊，国分寺など主要なものの位置が示

されている。なお，本図は「新斥」の「佐幸

吉」ら 4名が鐫字しており，越後国内で刊行

された可能性がある。

天保13 （1842） 年に京都で刊行された「越

後国細見図」（池田東籬編・図，近江屋佐太

郎・山城屋佐兵衛版）24）は，図面左上に「名

所・寺社・名物」の情報が示されている。

「越後七不思議」に関係する「臭水油」（蒲原

郡黒川村），「陰火」（蒲原郡入方村），「紫竹

林」，「八房梅」，「三度栗」などがあげられて

いる。ただし，その記載内容は，大坂杏林堂

より正徳 3 （1713） 年頃に刊行されたという

寺島良安『和漢三才図会』の記載に準じたも

ので，当時の越後の名所の情報を必ずしも正

確に示していないようである。

慶応 4 （1868） 年刊「北越名所旧跡奇物名

産地理案内之全図」25） （図 9） は越後国蒲原郡

の人の撰によるもので，情報が詳細である。

凡例には，「旅人或ハ旧跡或，好事之人ニ令

懐中之，名所旧跡之道程為令一人案内委敷図

ニ記シ今般令新撰者也」と，名所旧跡を訪れ

る旅人の道案内のために制作したことが記さ

れている。本図は特に越後七不思議の案内に

力点を置き，河伯（かっぱ）や鎌鼬（かまい

たち）などを「怪異七奇」，火井や燃水を

「名産七奇」，即身仏（弘智法印）を「奇特七

奇」といったように 7種類に分類・整理して

示すとともに，それら一部については場所を

絵図上に落としている。

以上の絵図で示されている越後の名所は，

前述した道中記類に示されているものと同

様，「越後七不思議」に関係するものが中心

で，それらに加えて弥彦神社や，乙宝寺，菅

谷不動尊，国分寺などの代表的な社寺が示さ

図 9　「北越名所旧跡奇物名産地理案内之全図」
　（上）と部分拡大図（下，一部加筆）

（慶応 4 （1868） 年，新潟県立歴史博物館蔵）
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表 2　東北地方の伊勢参宮日記類にみる越後での行程と訪れた名所

No. 県名 表題など 出発年月 人数 総日数 越後国通過期間 往複 越後での行程と訪れた名所（括弧内） 出典

1 秋田 －
寛保 3年（1743）
4月

6 85
6月 1日～
8日

7泊 8日 複路

善光寺－●関川－高田－●潟町－鉢崎－（産
清水等）－柏崎－●椎谷－出雲崎－寺泊（弘智
法印）－●弥彦（弥彦神社）－新潟－●松ヶ崎
－嶋見－次第浜－●村上－葡萄－●小俣－

大森町郷土史編さん委員会編
『大森町郷土史』大森町，

1981

2 福島 上方道中記
明和 4年（1767）
3月

4 106
6月24日～
7月 2日

8泊 9日 複路

善光寺－関川－●関山－高田－●今町－鉢崎
－鯨波－●柏崎－出雲崎－●寺泊－弥彦（弥
彦神社）－●赤塚－●新潟－新発田－●米倉
－●津川－

磐梯町史編纂委員会編『磐梯
町史　資料編Ⅲ　近世の磐梯
町』磐梯町，1992

3 山形 伊勢参宮道中記
明和 5年（1768）
12月

10 66
2月15日～

21日か
6泊 7日 複路

善光寺－関川－高田－（国分寺）－●今町－●
鉢崎－柏崎－●出雲崎－寺泊（弘智法印）－弥
彦－●内野－新潟－新崎－内嶋江－●真野－
築地－乙（乙宝寺）－大島－関－●畑－小国

高畠町史編集委員会編『高畠
町史　中巻』高畠町，1976

4 秋田 旅日記
寛政 3年（1791）
4月

不明 不明
7月 5日～

11日
6泊 7日 複路

善光寺－関川－高田－●春日新田－●柏崎－
（弘智法印）－●弥彦－●内野－新潟－松ヶ崎
－●築地－村上－●塩野町－葡萄－小俣－

上小阿仁村郷土史編さん委員
会編『上小阿仁村郷土史　資
料編第一集』上小阿仁村教育
委員会，1973

5 山形
遠州秋葉・伊勢
参宮道中記

文化 2年（1805）
11月

不明 60
1月 2日～
9日

7泊 8日 複路

善光寺－●大谷－高田－●黒井－柏崎－●荒
浜－●寺泊（弘智法印）－弥彦（弥彦山）－●新
潟－●新発田－菅谷（菅谷不動尊）－乙（乙宝
寺）－●鍛冶屋敷－小国－

長井市史編纂委員会編『長井
市史　第二巻（近世編）』長
井市，1982

6 秋田 伊勢参宮道中記
文化 8年（1811）
閏 2月

22 84
閏 2月24日
～ 3月 3日

9泊10日 往路

鼠ヶ関－●大川－（矢吹明神）－葡萄－●塩野
町－村上－（岩船神社）－岩船－●塩屋－乙
（乙宝寺）－築地－●元町－真野－●新潟－弥
彦（弥彦神社）－●麓－寺泊－出雲崎－●椎谷
－柏崎－（弁慶茶屋，産清水）－●柿崎－今町
－（国分寺）－高田－●新井－善光寺

姉崎岩蔵『生駒藩史』矢島町
公民館，1976

7 岩手 伊勢参宮道中記
文化 9年（1812）
2月

28 約120か
5月23日～

29日
6泊 7日 複路

善光寺－関川－●新井－高田－●鉢崎－柏崎
（石地蔵）－出雲崎－●寺泊－熊ノ森－●新潟
－松ヶ崎－木崎－真野原－●築地－乙（乙宝
寺）－桃崎－塩屋－岩船－村上－●葡萄－小
俣－

田老町教育委員会編『田老町
史資料集（近世三）』田老町
教育委員会，1992

8 岩手 参宮道中覚
文政 6年（1823）
正月

不明 約85か 3月下旬 6泊 7日か 複路

善光寺－関川－●新井－高田－●黒井－柿崎
－（弁慶茶屋）－柏崎－●宮川－出雲崎－寺泊
－弥彦（弥彦神社）－新潟－●木崎－築地－乙
（乙宝寺）－●岩船－●大崎〔大沢カ〕－

沢内村史編纂委員会編『沢内
村史資料　第一集』沢内村教
育委員会，1986

9 岩手
西国・四国順礼
道中記

文政 7年（1824）
3月

不明 約140か
7月17日～

23日
6泊 7日 複路

善光寺－関川－●大田切－高田－●柿崎－鉢
崎－（弁慶茶屋，産清水）－柏崎－●石地－出
雲崎－寺泊（弘智法印）－弥彦（弥彦神社）－●
内野－新潟－木崎－真野－本町－●築地－乙
（乙宝寺）－桃崎－村上－●葡萄－小俣－

田老町教育委員会編『田老町
史資料集（近世三）』田老町
教育委員会，1992

10 山形 伊勢道中記 上
文政 9年（1826）
正月

6 89
4月 6日～

12日
6泊 7日 複路

善光寺－関川－●二俣－高田－●潟町－柏崎
（石地蔵）－●石地－出雲崎－寺泊－弥彦（弥
彦神社）－●赤塚－新潟－木崎－●新発田－
菅谷（菅谷不動尊）－乙（乙宝寺）－●村上－葡
萄（矢吹明神）－小俣

立川町史編さん委員会編『立
川町史資料　第五号』立川
町，1993

11 山形
伊勢并大和廻道
中記

文政11年（1828）
正月

不明 73
3月29日～
4月 5日

6泊 7日 複路

善光寺－関川－●高田－●柏崎－出雲崎－●
寺泊－弥彦（弥彦神社）－●新潟－松ヶ崎－木
崎－新発田－●菅谷（菅谷不動尊）－乙（乙宝
寺）－●村上－塩野町－葡萄－小俣

八幡町教育委員会編『八幡町
史　資料編二』八幡町教育委
員会，1971

12 山形
伊勢参宮花能笠
日記

文政11年（1828）
正月

4 115
4月26日～
5月 9日

11泊 複路

●●外波－●有馬川－高田－●関川－善光寺
－牟礼－●高田－●柏崎－●長岡－見附－如
法寺（火井）－三条（三条御坊）－●大野－●新
潟－木崎－新発田－●菅谷（菅谷不動尊）－乙
（乙宝寺）－大島－関－●川口－

寒河江市史編さん委員会編
『寒河江市史編纂叢書　第

2 3集』寒河江市教育委員
会，1977

13 福島 －
文政13年（1830）
正月

9 88
3月30日～
閏 3月 7日

7泊 8日 複路

善光寺－関川－●二股－高田－●潟町－柏崎
－●椎谷－出雲崎－寺泊（弘智法印）－弥彦
（弥彦神社）－●岩室－●新潟－新発田－●米
倉－津川－●野村－

高郷村史編集委員会編『会津
高郷村史』福島県耶麻郡高郷
村，1981

14 山形 なし
天保 2年（1831）
11月

不明 80
1月26日～
2月 4日

8泊 9日 複路
善光寺－●関川－●高田－●柏崎－出雲崎－
●寺泊－弥彦－●新潟－●新川－新発田－●
菅谷（菅谷不動尊）－築地－乙（乙宝寺）－●関－

那須貞太郎編『西川町史編集
資料　第十一号』西川町教育
委員会，1980

15 宮城 道中記覚
天保 6年（1835）
2月

12 不明
4月25日～
5月 2日

7泊 8日 複路

善光寺－●関山－高田－●潟町－柏崎－●宮
川－出雲崎－寺泊－●弥彦－●新潟－新発田
－●加治－菅谷（菅谷不動尊）－乙（乙宝寺）－
●上関－

多賀城市史編纂委員会編『多
賀城市史　第 5巻　歴史史料
（二）』多賀城市，1985

16 秋田 －
天保 7年（1836）
正月

6 94
4月17日～

23日
6泊 7日 複路

善光寺－関川－●新井－高田－（国分寺）－黒
井－●鉢崎－柏崎－出雲崎－●山田－寺泊
（弘智法印）－弥彦（弥彦神社）－●新潟－築地
－●乙（乙宝寺）－村上－●中村－葡萄（矢吹
明神）－小俣

『中仙町郷土史資料 第三集』
秋田県仙北郡中仙町郷土史編
さん委員会，1974

17 岩手 参宮道草喰
天保10年（1839）
5月

11 不明
9月18日～

27日
9泊10日 複路

善光寺－●関川－●高田－（居多神社）－今町
－●鉢崎－柏崎（石地蔵）－●石地－出雲崎－
寺泊（弘智法印）－弥彦（弥彦神社）－●岩室－
新潟－●海老ヶ瀬－●築地－乙（乙宝寺）－●
桃崎－塩屋（塩釜大明神）－岩船（岩船神社）－
村上－●塩野町－葡萄（矢吹明神）－小俣

独協医科大学教養医学科編
『独協医科大学教養医学科紀
要　第 9号』独協医科大学教
養医学科，1986
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える「越後七不思議」 （弘智法印を除く） を訪

れた事例は，出羽国の尊攘派志士清河八郎の

安政 2 （1855） 年 「西遊草」28）や明治 5（1872）

年の事例 29）を加えても多くない30）（No.12，

22，26）。この場合，いずれも10泊11日以上越

後に滞在している。

後者の事例が少ないのは，越後が通過地で

あり，余分な日数や旅費を抑えることが大き

な要因とも思われるが，真宗優勢地帯でない

東北地方の人々の意識や，越後の名所に関す

る認知度なども検討課題である。

なお，東日本遍歴の途次で天明 6 （1786）

年に越後を訪れた京都の医者橘南渓は，寛政

巡礼旅日記を参考に，越後を通過した主要な

ものを一覧したものである。

越後での行程を見ると， 6泊 7日か 7泊 8

日で通過する事例が半数を超える。旅の主目

的が伊勢参宮・西国巡礼であるためか，新潟

－赤塚－弥彦－寺泊－出雲崎－柏崎を通過す

る最短ルートをとりながら，街道沿いの社寺

を中心とした名所（乙宝寺，菅谷不動尊，弥

彦神社，弘智法印，国分寺など）に限定され

る傾向がある （図10参照）。

いわゆる二十四輩巡拝ルート（図 1および

図10の新潟－新津－三条－弥彦間の破線部

分）をたどりながら，越後特有の名所ともい

18 福島
伊勢参宮道中日
記帳

天保12年（1841）
正月

9 95
2月28日～
3月10日

11泊12日 複路

善光寺－関川－●●高田－今町－●鉢崎－
（弁慶茶屋，亀若丸生誕跡※雨で不見）－柏崎
－●出雲崎－寺泊（弘智法印※急ぎで不見）－
弥彦（弥彦神社）－●赤塚－●●●●新潟－●
新発田－●津川－

高郷村史編集委員会編『会津
高郷村史』福島県耶麻郡高郷
村，1981

19 岩手 道中記
嘉永 2年（1849）
正月

12 約90か 4月中下旬 7泊 8日か 複路
善光寺－関川－高田－●柏崎－出雲崎－●寺
泊（弘智法印）－弥彦（弥彦神社）－●新潟－●
本町－乙（乙宝寺）－村上－●猿沢－葡萄－

沢内村史編纂委員会編『沢内
村史資料　第一集』沢内村教
育委員会，1986

20 山形 －
嘉永 2年（1849）
10月

13 85
12月28日～
1月 6日

8泊 9日 複路

善光寺－●関川－高田－●春日新田－●柏崎
－●出雲崎－寺泊－弥彦（弥彦神社）－●赤塚
－新潟－●木崎－新発田－菅谷－●中条－乙
（乙宝寺）－●沼－小国

那須貞太郎編『西川町史編集
資料　第十一号』西川町教育
委員会，1980

21 岩手 伊勢参詣道中記
嘉永 6年（1853）
3月

不明 93
6月15日～

22日か
7泊 8日か 複路

善光寺－関川－●高田－（国分寺）－●さき崎
－●宮川－出雲崎－寺泊（弘智法印）－●？弥
彦（弥彦神社）－●新潟－●木崎－●乙（乙宝
寺）－大島－関－玉川－

岩手県北上市編『北上市史　
第十二巻　近世（10）』北上
市史刊行会，1986

22 山形 西遊草
安政 2年（1855）
3月

3 169
3月22日～
4月14日

21泊22日 往路

鼠ヶ関－●小俣-葡萄(矢葺明神)－●猿沢－●
村上－乙(乙宝寺)－●中条－菅谷(菅谷不動
尊)－●新発田－●●●●●●●新潟(日和山,
白山権現,逆竹など)－●小嶋(八房梅,珠数掛
桜)－柄目木(火井,油水)－新津－●●田上(繋
榧)－羽生田(地蔵尊)－●三条（三条御坊）－●
出雲崎－●柏崎－(石地蔵，弁慶茶屋，産清
水）●黒井－（国分寺）－●新井－●関川－善
光寺

清河八郎『西遊草』岩波書
店，1993

23 岩手

登り日光東道中
下り北国通り越
後廻り出羽秋田
を経て沢内通り
より南部入り

安政 3年（1856）
12月

不明 103
2月26日？
～ 3月 9日

9泊 複路

●外波－●名立－高田－●新井－牟礼－善光
寺－●高田－●鯨波－柏崎－出雲崎－●寺泊
－弥彦（弥彦神社）－●新潟－松ヶ崎－●乙
（乙宝寺）－村上－●葡萄(矢葺明神)－中村－

川井村郷土誌編纂委員会編
『川井村郷土誌　下巻』岩手
県川井村役場，1962

24 岩手
伊勢参宮並諸国
神社・仏閣礼拝
道中記

安政 5年（1858）
2月

20 121
5月27日～
6月 3日

7泊 8日 複路

善光寺－●関川－高田－●春日新田－鉢崎－
（亀若丸生誕跡，弁慶茶屋）－鯨波－●柏崎－
出雲崎－●●新潟－松ヶ崎－荒井浜－●乙
（乙宝寺）－村上－●葡萄－小俣

田老町教育委員会編『田老町
史資料集（近世四）』田老町
教育委員会，1993

25 山形
御伊勢参宮道中
記

文久 2年（1862）
正月

不明 不明
1月13日～
1月24日

11泊12日 往路

鼠ヶ関－●朴平－（矢吹明神）－葡萄－●村上
－岩船－乙（乙宝寺）－●築地－菅谷（菅谷不
動尊）－●？新発田－●新潟－●●岩室－弥
彦（弥彦神社）－（弘智法印石碑）－寺泊－●出
雲崎－柏崎（石地蔵，番神堂）－（弁慶力餅，
産湯清水）－●鉢崎－●高田－●関川－善光
寺

立川町史編さん委員会編『立
川町史資料　第五号』立川
町，1993

26 山形 伊勢参宮
明治 5年（1872）
8月

8 86
9月 2日～

12日
10泊11日 往路

小国－玉川－川口－●下関－中条－●菅谷
（菅谷不動尊）－新発田－●新潟（新潟湊，日
和山，白山堂など見物）－平嶋（「親鸞聖人之
直筆之六字明光」）－鳥屋野（逆竹）－●小嶋
（八房梅，珠数掛桜）－安田（三度栗）－柄目木
（火井，油水）－新津－●田上（繋榧）－羽生田
（地蔵尊）－●三條－地蔵堂－寺泊－●出雲崎
－柏崎－●鉢崎－●高田－●関川－善光寺

倉石梓『ある『旅日記』を読
む』むげん出版，2004

注 1）－は表題不詳。
注 2）名所については，実際に訪れたどうか不明なものについても，文字記載のあるものについて示した。
注 3）●印は越後国内における宿泊地と泊数を示した。？は史料からは確認できないが宿泊の可能性を示す。
注 4）No.12と23は，越中から越後入りした後，高田を経由して信濃の善光寺へ参詣し，再度越後に戻ったものである。
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我北地に至りしは九月より三月の頃なれ

ば，途中にて旅人には絶えて逢う事なか

りし。我旅行は医術修行の為なれば，格

別の事也。只名所をのみ探らんとの心に

て行く人は，必ず四月以後に行くべき国

なり31）

しかし，表 1からは，気候の厳しい冬期に

越後を通過する旅人が一定数いることがわか

る （No. 5，14，20，25など）。これは東北地方

の人々の伊勢参宮の時期が農閑期に多いこと

と連動していよう。

（2）文人層・知識人層の紀行文から

江戸時代に越後を訪れた文人層・知識人層

を中心とする人々の紀行文などから，彼らが

訪れた越後の名所を表 3にまとめた。彼らが

越後を訪れた目的は多様であり，その行程も

一様でない。

No. 1～ 3は，東北地方の伊勢参宮旅日記

7（1795） 年に刊行された『東遊記』巻一に

おいて次のように記している。

表 3　越後の紀行文と訪れた名所
No. 史料名 筆者（属性） 年次 訪れた名所

　
国
分
寺

※
弘
智
法
印

　
弥
彦
神
社

※
如
法
寺
の
火
井

※
繋
榧

※
柄
目
木
の
油
井

※
柄
目
木
の
火
井

※
八
房
梅

※
珠
数
掛
桜

※
三
度
栗

※
逆
竹

　
菅
谷
不
動
尊

　
乙
宝
寺

 1『日本行脚文集』 大淀三千風（俳人） 天和 3（1683）○ ○

 2「曾良旅日記」 河合曾良（俳人） 元禄 2（1689）○ ○ ○ ○

 3「紀行笈の若葉」 建部綾足（俳人） 元文 4（1739） ○ ○ ○

 4『東奥紀行』 長久保赤水（常陸の地理学者） 宝暦10（1760） ○ ○ ○ ○

 5「東海済勝記」 三浦迂斎（播州の大庄屋） 宝暦12（1762）○ ○ ○ ○ △

 6「東路露分衣」「弐拾四輩并御旧跡経廻牒」内田逸峰（越中の豪農，歌人） 明和元（1764）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 7「高志栞」，「粉本稿」など 菅江真澄（国学者） 天明 4（1784）△ △ △ △ △ △ △

 8『東遊記』 橘南谿（京都の医者） 天明 6（1786） △ ○ △ △ △ △

 9「北越志」 亀井協従（武蔵の名主，博物学者）寛政12（1800） △ ○ ○ ○ ○ △

10『金草鞋』第８編 十返舎一九（戯作者） 文化12（1815） ○

11「日本九峰修行日記」 野田成亮（日向の修験） 文化13（1816）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12『滑稽旅烏』 十返舎一九（戯作者） 文政 3（1820） ○ ○

13「越後路手扣」 平田銕胤（国学者） 文政11（1828） ○

14『北道遊簿』 長戸譲（美濃の儒者） 天保10（1839）○ ○ ○ ○

15「虎勢道中記」 江戸の商人 弘化 4（1847）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16『北遊紀行』 高橋克庵（水戸藩関係者か） 嘉永 7（1854） ○

17「西遊草」 清河八郎（出羽の尊攘派志士） 安政 2（1855）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注 1）名所のうち，※印は「越後七不思議」に数えられるものを示した。
注 2）名所のうち，訪れた名所には〇，記事にはあるが実際に訪れたかどうか明確でないものについては△で示した。
注 3）No. 4，8の年次は刊行年次ではなく，越後を実際に訪れた年次を示した。
注 4）史料名の『』は江戸期に版本化されているものを，「　」は版本化されていないものを示した。

0 40 km

出羽庄内

小俣

村上

出羽米沢乙宝寺

卍 菅谷不動尊

新発田新潟

赤塚

新津

津川
弥彦

陸奥会津

弘智法印

寺泊
出雲崎

三条

長岡
柏崎

今町

高田国分寺
越中

外波

関川

信濃，善光寺

図10　越後の主要な宿場と二十四輩巡拝ルート
（部分）　　　　　　　　　　　　

注）〇は表 2に関係する主要な宿場。
　　　×は表 2に関係する越後七不思議。
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である （図 1参照）。

国学者の菅江真澄は，善光寺を経て，天明

4（1784） 年 7月30日に関川関所を越えて越

後国に入り，約40日かけて越後国を縦断して

出羽国に入った。その足取りは断片的である

が，やはり寺泊－（弘智法印）－弥彦（弥彦神

社）－三条－如法寺（火井）－新津－柄目木（油

井）－小島（八房梅）， と廻ったと推察される36）。

全国行脚の途次の文化13 （1816） 年 6月11日

に越中国から越後入りし，25日かけて越後を

通過して出羽庄内へ抜けた日向国の山伏・野

田成亮 37）や，弘化 4 （1847） 年，秩父三十四

番札所巡拝を経て信州善光寺経由で越後入り

し， 3月20日から 4月 5日まで16日間を越後

で過ごして出羽庄内へ抜けた江戸材木町の商

人の場合もほぼ同様である38）。安政 2（1855）

年，伊勢参宮の途次の 3月22日から 4月14日

まで22日間を越後で過ごして信州善光寺へ抜

けた出羽国の尊攘派志士の清河八郎も，如法

寺 （火井） と弥彦神社には訪れていないもの

の，逆順ながら基本的に同様のルートをた

どっている39）。このうち，二十四輩巡拝の目

的を兼ねたものは，越中の内田逸峰と江戸の

商人の旅である。

彼らがこれらの名所とルートをどのような

書物や手段で知りえたのかは明確でない。し

かし，そこに示された名所とルートは，江戸

時代中期以降には広く周知されおり，純粋に

二十四輩巡拝を目的としない旅人も採用す

る，越後における旅の主要なモデルルートと

なっていたといえる。そして，その背景に

は，名所旧跡としての「越後七不思議」の存

在があったといえよう。

文人層・知識人層の旅は，各地の文人と交

流するなどして，前述したようなルートに規

定されない，多様で複雑な行程をとる場合が

多い。しかし，そのような場合でも「越後七

不思議」の一部を訪れる事例が多い。とりわ

け，「燃水」と「火井」はその筆頭である。

江戸時代後期以降，博物学や考証学が盛んに

に顕著な，主に日本海沿いに最短ルートを進

んで，街道沿いの社寺を中心とした名所を訪

れるパターンである。天和 3 （1683） 年に全

国行脚の途次に越後を通過した俳人大淀三千

風は，出羽国庄内から葡萄峠を越えて，村

上，新潟，弥彦，出雲崎，高田と経て越中国

へ抜けた。この間，街道沿いの弘智法印，国

分寺を訪れている32）。元禄 2 （1689） 年に越後

を通過した松尾芭蕉と随行した曾良や，元文

4（1739） 年，出羽国久保田を立って京都に

向かう途次に越後を通過した俳人建部綾足も

ほぼ同様のルートをとり，前者は乙宝寺，弥

彦神社，弘智法印，国分寺を訪れ33），後者は

乙宝寺，弥彦神社，弘智法印を訪れている34）。

No. 6，7，11，15，17は，図 1で示したいわ

ゆる二十四輩巡拝ルートをたどりながら，

「越後七不思議」を訪れるパターンである。

越中国婦負郡宮尾村の長百姓内田逸峰は，歌

詠みと二十四輩巡拝を兼ねて，明和元

（1764） 年 7月中旬より閏12月12日まで，越

後を経て若松－米沢－寒河江－松島－白川－

鹿島－日光－江戸－富山と旅をした35）。8月

11日から 9月 4日までの20日余ほども滞在し

た越後での行程概要は次のようである（●は

宿泊地と泊数を示す。？は宿泊したかどうか

不明確。括弧内は訪れたり，記録した越後七

不思議）。

市振－糸魚川－●能生－●今町－●●柿崎－

柏崎－●椎谷－●出雲崎－●●●寺泊－（弘

智法印）－●弥彦－●●三条－●加茂－田上

（繋榧）－湯川（油のわき出る川）－●新津－柄

目木（油井，火井）－小島（八房梅）－●保田

（三度栗）－●鳥屋野（逆竹）－●●●●？新潟

－●新発田－山内－●新谷

これは，前述した宝暦 5 （1755） 年『親鸞

聖人御旧跡廿四輩巡拝記』，明和 4 （1767） 年

『親鸞聖人御旧跡二十四輩参詣記』などが示

す二十四輩巡拝の参詣地，ルートとほぼ同様
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察記録している42）。

文政11 （1828） 年 4月 3日，国学者平田銕

胤は，国学普及と門人獲得などを目指して越

後を訪れ， 5月16日まで滞在した。江戸から

三国街道を経て越後入りして広範に活動を行

う途次，「彼名高キ七ふしきの火を見に行く」

と，如法寺の火井を訪れて詳細に観察記録

し，後日「如法寺村の火を江戸へ持行む器物

の用意す」るほどに関心を持った。また，田

上から加茂に向かう途中の天ケ沢で石油の湧

く場所も見物し，未見の柄目木の油井に思い

をはせている43）。

天保10 （1839） 年 8月15日，美濃国の儒者

長戸譲は，越中国から越後入りし，今町，柏

崎，長岡，新潟などを経て9月1日に津川から

会津方面に抜け，江戸に至った。途中，如法

寺村の火井，柄目木村の火井と油井を見物

し，漢籍も引用しながら考証している。後

日，新潟町で越後の文人らと酒宴になると，

議論は越後の「七奇」となり，自らの考えを

披露している44）。

嘉永 7 （1854） 年7月25日に江戸を立って三

国峠を越えて来越した高橋克庵（水戸藩関係

者か）は，各地文人と詩酒を酌み交わしなが

ら蒲原郡水原を目指し，その途次で如法寺村

の火井を見物するとともに，越後の「七奇」

について詳細に記している45）。

「燃水」や「火井」を実見した感慨は，前

述した清河八郎の安政 2 （1855） 年「西遊草」

に端的に表現されている。蒲原郡柄目木村の

臭水油の記述は以下のようである。

山の合にある世にいふ臭水油のいづる壷

を見る。松樹の側なる社の下にいづる

也。六角なる井の輪の如きものをめぐら

し，中より出る臭水袞々として，丈余の

大釜にて湯を涌すに異ならず。其勢ひ雷

の如きひびきをなし，思ふにまさる大奇

物也。（中略）国の益するの一重宝なる，

徒らの奇物にあらず。実に越後奇物のう

なったこともあって，越後七不思議の存在は

注目されたと思われる。越後を訪れた彼らの

多くが強い知的関心をもって見物，観察して

いることが以下のように多くの史料から確認

される （表 3参照）。

宝暦10 （1760） 年，常陸の地理学者・長久

保赤水は，奥州旅行で出羽三山を巡った後，

「越之七奇」を探ろうと来越した。赤水は越

後にはついでに立ち寄ったせいか，事前に

「越之七奇」に関する案内書類は準備してい

なかったようで，その所在を村上で尋ねたと

ころ（「得聞其所在」），①「臭水」（蒲原郡黒

川村と蒲原郡柄目木村），②「火井」（蒲原郡

柄目木村），③「八房梅」（蒲原郡小島村），

④「三度栗」（蒲原郡安
（ママ）

田），⑤「逆竹」（蒲

原郡鳥屋野村），⑥「即身佛」（三島郡野積村

最
（ママ）

上寺の弘智法印），⑦「燃土」（頸城郡柿崎

村）であった。旅程の都合もあり，①のうち

蒲原郡黒川村と，②，③，④，⑤を訪ねるに

止まったが，挿絵を交えて詳細な観察，考証

を行っている。このうち②「火井」を特に奇

とし，①の蒲原郡柄目木村を訪れなかったこ

とを悔やんでいる40）。

宝暦12 （1762） 年，播州高砂の大庄屋で製

塩業，廻船業も経営した三浦迂斎は，約 5か

月にわたって東海，奥羽，北陸を旅し，越後

にも訪れた。旅の目的は，西行や芭蕉の旅を

たどって和歌を作り，また，本草学・博物学

に関心にある人達と情報交換することなどに

あった。 7月 2日に出羽鼠ヶ関から越後入り

し， 7月26日に市振の関所を越えて越中にい

たるまでの25日間越後で過ごした。この間，

柄目木の火井と周辺の油井を訪れ，李時珍

『本草綱目』なども引用しながら詳細に記

録，考証している41）。

寛政12 （1800） 年頃，魚沼郡田沢村桔梗原

の開田工事の検分吟味に随行して越後を訪れ

た江戸渋谷宮益町の名主で博物学者の亀井協

従は，柄目木村の火井や油井，繋榧，三度栗

などを訪れ，博物学者らしく彩色の図入で観
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としたことに留意する必要がある。

文化13 （1816） 年，全国行脚の途次に越後

を通過した日向国の山伏・野田成亮「日本九

峰修行日記」は，橘南渓『東遊記』を参考と

している。同年 6月晦日の新潟湊の箇所では

次のように引用している。

此新潟と云ふは大湊にて人家数千軒千石

の大船を繋げり，東遊記に悉しき故に略

す（下線は筆者）50）

さらに，同年 7月 5日，村上城下から出羽

庄内に抜ける際に通過した難所「葡萄峠」の

箇所も次のように引用している。

葡萄峠の内二里計りの処に東遊記の通り

山中に大石立てり，高さ東遊記の通り51）

（下線は筆者）

弘化 4 （1847） 年3月，江戸材木町の商人

は，江戸を出立し，秩父三十四番札所巡拝を

経て信州・越後を経由し，東北地方まで旅し

て「虎勢道中記」を著した。旅の目的のひと

つに，先祖出生地である越後国蒲原郡打越村

（新潟市西蒲区打越）訪問があった。日記中

では著者自らを「目出度家帰路良」（めでた

やきじろ），供の半次を「恙無平」（つつがな

いへい）と称し，道中の様子を彩色の挿絵入

りで丁寧に記して狂歌を添えるなど，第三者

に読ませることを強く意識して記したと考え

られる日記である。そして，その記載内容・

様式には，文化12 （1815） 年刊の十返舎一九

『方言修行 金草鞋』八編からの影響が推察さ

れる箇所がある。たとえば，北国街道鯨波宿

付近の海辺の風景についての記事を比較して

みると，『金草鞋』では，

かしハさきよりくじらなミのゑきまで，

一りばかりのあいだ，なミうちぎハにさ

まざまのおもしろきかたちの大いわあま

ちにも尤とも妙なる造化，奇をさぐる人

必らず来り，一見すべき也 46）（下線は筆

者。）

なお，越後七不思議にも数えられることが

ある「無縫塔」や「塩井」などを訪れたこと

を示す紀行文や旅日記は本稿では提示でき

ず，事例は少ないと予想される。これらは，

二十四輩巡拝で示されたようなルートや越後

の主要な街道筋から距離的に外れた場所に位

置し，また二十四輩巡拝関係出版物にほとん

ど記載されないことが要因と思われる47）。二

十四輩巡拝ルートの影響力や出版文化と旅の

大衆化の因果関係の視点からも今後の検討が

必要である。

（3）越後の旅における書物の受容

越後の名所を訪れ，また，越後の旅行記を

まとめるにあたってどのような書物が参考，

受容されたのかは明確ではないが，以下のよ

うな例が確認される。

寛政 7 （1795） 年刊の橘南渓『東遊記』に

は，宝暦10 （1760） 年，常陸国の地理学者・

長久保赤水が奥州旅行で出羽三山を巡った

後，「越之七奇」を訪れた記録である『東奥

紀行』48）が引かれている。『東遊記』巻之五

の越後「七不思議」のうち「弘智法印」の説

明箇所には次のようにある。

一，弘智法印の遺骸甚だ奇物なり。諸方

へ持出でて開帳をもなし，又，東奥紀行

にもくわしく其事を載せて，既に印板に

行なわるれば，今ここに略す 49）（下線は

筆者）

ただし，橘南渓が越後を訪れたのは天明 6

（1786） 年である。『東奥紀行』の刊行は寛政

4（1792） 年であるから，橘南渓は越後旅行

時に本書を参考にしてはおらず，後に『東遊

記』を清書・刊行する際に手元に置いて参考
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出版物から検討すると，18世紀中頃の二十四

輩巡拝関係の道中記のなかに越後の道中も紹

介され，「越後七不思議」を中心とする名所

が示されていること，また，19世紀以降の講

中出版の道中記や刊行越後国絵図などにも同

様の記載が反映されていることを示した。

旅日記や紀行文などの分析からも，出版物

に示された「越後七不思議」や街道沿いの有

名な社寺を中心とする名所を，越後を訪れた

旅人の多くが見て廻っていることを示した。

しかし，伊勢参宮や西国巡礼の途次で越後を

通過した東北地方の旅人は，いわゆる二十四

輩巡拝ルートを廻って「越後七不思議」をめ

ぐる事例は多くはなかった。一方，越後を訪

れた文人層・知識人層は，比較的日程的な余

裕をもっていたこともあり，江戸時代後期以

降に隆盛を迎えた博物学的な関心もあいまっ

て，意識的に「越後七不思議」をめぐること

が多い傾向があった。そこでは，とりわけ，

「燃水」や「火井」が注目され，他国では見

られない越後独特の名所として強い知的関心

をもって観察，記録されている。

本稿では，越後の名所に関する基礎的な

データを提示したにとどまったが，とりわけ

越後での道中について記した旅日記や紀行文

は，未見の史料が多数存在する。今後，それ

を集積し，最新の研究視角に学びながら，一

地方である越後の事例から江戸時代の旅研究

を豊かにすることを課題としたい。

 （新潟県立歴史博物館）

〔注〕

 1） 研究史の整理は，原淳一郎『近世社寺参詣

の研究』思文閣出版，2007，4－25頁，同「近

世社寺参詣史の現状と展望」『社寺参詣と庶

民文化―歴史・民俗・地理学の視点から―』

岩田書院，2009など参照。また，文献につ

いては，西海賢二「文献目録―旅・巡り・

遊行関係文献目録補遺」国立歴史民俗博物

館研究報告155，2010，333－412頁などを参

たありて，よせくるなミのいわにあたり

くだけるさま，まことにいふばかりな

く，此へんすべてうミへのかいどうなれ

ども，このあいだ，べつしてふうけいよ

く，めづらしきところおほし52）

とある。これに対して，「虎勢道中記」の

記載は以下のとおりである。

鯨波より柏崎の間，浪うちきハにさまさ

まの面白き形ちの岩あまた有て，寄せく

るなミの岩にあたりくだけるさま，誠に

いふばかりなく，此辺すべて海辺のかい

どふなれども，此間，別而景よく，珍し

き所なり53）

傍線の箇所の記述が酷似しているのは偶然

ではないだろう。ただし，「虎勢道中記」に

おける越後での旅程そのものは，『金草鞋』

に依拠したものでは全くなく，主体性がみら

れる。

旅日記のなかには旅中に記したのではな

く，帰宅後に清書しているものが多い。上記

のうち，「日本九峰修行日記」は明確ではな

いが，『東遊記』，「虎勢道中記」はまさにそ

のようなものである。これに関して，清書時

に引用したと考えられる書物は，越後を旅す

る事前に読んで旅程の参考としていたのか，

そうではなく帰宅後に清書の参考のために入

手したのか，といった点も関心がもたれると

ころである。いずれにしても，『東奥紀行』，

『東遊記』，『金草鞋』のような旅行記・紀行

文類の刊行は，特に文人層・知識人層にとっ

て，情報量の乏しい越後のような地方を旅

し，また記録をまとめる際の大きな参考と

なったと考えられる。

．おわりに

本稿では，江戸時代の旅の隆盛のもとで，

旅人が訪れた越後の名所について検討した。
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誌的検討」葛川絵図研究会編『絵図のコス

モロジー上巻』地人書房，1988，206－225

頁。ここで紹介されている神戸市立博物館

蔵南波コレクション中の刊行越後国絵図十

数点に，新潟県立歴史博物館蔵絵図などを

加えると20点を越える存在が確認される。

22） 「越後全図」，文化14 （1817） 年刊，新潟県立

歴史博物館蔵。なお，中村拓監修『日本古

地図大成』講談社，1974，122－123頁に個人

所蔵本が掲載され，概要が解説されている。

23） 古志郡上塩村にある塩水が湧き出る井戸。

24） 「越後国細見図」，天保13 （1842） 年刊，新潟

県立歴史博物館蔵。

25） 「北越名所旧跡奇物名産地理案内之全図」，

慶応 4 （1868） 年刊，新潟県立歴史博物館蔵。

26） 『越後土産』，元治元 （1864） 年刊，新潟県立

歴史博物館蔵。

27） 桜井邦夫「近世における東北地方からの旅」

駒沢史学34，1986，144－181頁。高橋陽一 「多

様化する近世の旅―道中記にみる東北人の

上方旅行―」歴史97，2001，105－133頁。

28） 清河八郎著・小山松勝一郎校注『西遊草』

岩波書店，1993。

29） 倉石　梓『ある『旅日記』を読む』むげん

出版，2004。

30） ただし，文化13 （1816） 年，庄内鶴岡の高橋

氏が伊勢参りの途次で，小島の八房梅，柄

目木の火井，草水の石油などを訪れた事例

も紹介されており（桑原孝「新発田・新潟

付近の交通路」新発田郷土誌16，1987，70－

84頁），今後より多くの旅日記を集積し，分

析する必要がある。

31） 橘南谿著・宗政五十緒校注 『東西遊記 1』 平

凡社東洋文庫，1974，11頁。

32） 『日本行脚文集』『俳諧紀行全集』博文館，

1901，14－16頁。

33） 松尾芭蕉著・萩原恭男校注『芭蕉おくのほ

そ道 付 曾良旅日記 奥細道菅菰抄』岩波書

店，1979，117－120頁。

34） 「紀行笈の若葉」建部綾足著作刊行会編『建

部綾足全集 第五巻（紀行・歌集）』国書刊

行会，1987，17－18頁。

35） 「東路露分衣」岡村日南子『内山逸峰紀行文

集』桂書房，1984，57－152頁。「弐拾四輩并

照。

 2） ①今井金吾監修『道中記集成 第 1～44巻』，

大空社，1996～1998。②山本光正「旅行案

内書の成立と展開」国立歴史民俗博物館研

究報告155，2010，109－136頁。

 3） 前掲2）①第 1巻所収の万治元 （1658） 年頃

刊行といわれる『北国通名所尽』など。

 4） 同朋大学仏教文化研究所『二十四輩巡拝－

親鸞をしたう旅－』同朋大学仏教文化研究

所，2008。

 5） 前掲 4）39頁。
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 7） 前掲 2）①第18巻，251頁。

 8） 前掲 2）①第18巻，251－253頁。

 9） 新潟県教育庁社会教育課編『越後七不思議』

新潟県，1964など参照。

10） 嶋屋長次『親鸞聖人御旧跡二十四輩参詣

記』，刊年不明，新潟県立歴史博物館蔵。

11） 林　英夫編『日本名所風俗図会18　諸国の

巻Ⅲ』角川書店，1980。

12） 前掲 2）①第29巻。

13） 「越後国二十四輩御旧跡并名所之図」，刊年

不明，新潟県立歴史博物館蔵。

14） 『浪花組道中記』，天保10 （1839） 年刊，新潟

県立歴史博物館蔵。

15） 『五海道中細見記』，安政 5 （1858） 年刊，新

潟県立歴史博物館所蔵。

16） 『関東講定休宿帳』，刊年不明，新潟県立歴
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17） 新発田市史編纂委員会『新発田市史資料第

四巻 近世庶民資料（下）』新発田市教育委

員会，1969，巻頭見返し部分。

18） 橘崑崙『北越奇談』野島出版，1978，4－5，

7頁。

19） 蒲原郡川内谷にある曹洞宗永谷寺近くを流

れる早出川の東光院淵に，永谷寺住職が死

去する前年になると姿をあらわすという卵

型の自然石。

20） 帆刈喜久男「『北越奇談』の編者橘崑崙につ

いて」『近世越後の学芸研究 第 1巻』高志

書院，2002，2－20頁。

21） 三好唯義「南波コレクション中の刊行諸国

図について」神戸市立博物館研究紀要 4，

1987，27～52頁。同「近世刊行国絵図の書
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43） 「越後路手扣」国立歴史民俗博物館研究報告

122，2005，42－46頁。
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